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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

日本航空株式会社所属ボーイング式Ｂ－７４７型ＪＡ８１０１は、日本航空４６４便（パリ 

－ローマ－アテネ－テヘラン－デリー－バンコック－東京）として、昭和５１年４月８日デリ 

ー国際空港を出発してバンコック国際空港に向け飛行中旅客の１名が病死した。

１．２　航空事故調査の概要

昭和５１年４月１５日　事実調査

２　認定した事実及び認定した理由

ＪＡ８１０１は、４月８日旅客３２５名乗員２０名がとう乗し、１０時２７分（日本時間。

以下同じ。現地時間０６時５７分）デリー国際空港を離陸しバンコック国際空港に向った。

同機は、高度３５，０００フィートを正常に飛行中、１２時２０分ごろパーサーより日本人旅



客（６２才）の容態が急変したので高度を下げるよう機長に要請があり、機長は直ちにラング 

ーン管制機関に２５，０００フィートへの変更を要請し許可を得て高度を下げた。

その間客室乗務員は、とう乗中の外国人医師及び日本人看護婦の協力を得て、酸素吸入を始 

め種々手当を尽したが、１２時２９分ごろビルマ、アキャブ南方６０浬の公海上空で当該医師 

により同旅客の死亡が確認された。

機長は管制機関に通報した後１３時４０分バンコック国際空港に着陸した。

同機は２２時１５分東京国際空港に着陸した後、東京都監察医務院監察医による検死が行な 

われその結果は「求心性心臓肥大症」による病死であった。

なお、当該旅客は団体客の一員としてローマからとう乗したが、健康が勝れずテヘラン国際 

空港に着陸した際、機長及びパーサー等から降機静養を勧められたが、本人及び同行の夫人の 

強い希望で飛行を継続することとした。またデリー国際空港に着陸した際、同空港医師に診断 

を依頼したところ錠剤を投薬し東京まで耐えられるとのことであった。

３　結論

原因

本事故は、ＪＡ８１０１にとう乗中の旅客が「求心性心臓肥大症」により死亡したことによる 

るものと認められる。


